
「私の応援計画」の活用
パンフレット

「私の応援計画」作成のプロセス 高等部「私の応援計画」
オリエンテーションスライドＱＲコード

Point 児童生徒との対話の重視

好きなもの、ことは？

やりたいこと、やってみたいことは？

なぜそう思うの？

どうやってやる？

一緒にやりたい人は？

これからどうしていきたい？

願いを叶えるために必要なもの、ことは？

どんな場面で、何を頑張ればいい？

やりとりを繰り返す中で、掘り下げたり、意味付けしたりしていく

４月、９月、２月に面談を実施し、児童生徒の夢や願いを
聞き取ったり、学びを振り返ったりする。

小学部 児童の「思い」から「願い」をくみ取るために

「思いいっぱいシート」

好きなこと、得意なこと、苦手なこと、やってみたいこと、
興味・関心があることを、児童の気持ち（思い）に着目
して分類し、記入する。

児童自身が自分の思いや願いを実感できるように、各学級
の実態に応じて可視化する。教室内に掲示し、適宜アップ
デートしていく。

Ex)

＊「私の応援計画」とは、本人主体の個別の教育支援計画です。

苦手なもの、ことは？

得意なことは？

保護者面談や「実態表」を使った引き継ぎをしながら、
「思いいっぱいシート」を作成し、児童の願いをくみ取る。

学校で取り組みたいこと

家庭で取り組みたいこと

将来の夢

Point 夢や願いを聞き取るための工夫



中学部

生徒の「夢」から具体的な「目標」に

「ゆめシート」

高等部

夢や願いをもちながら、「現実的な目標」に

「私の応援計画（高等部生徒用）」
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担任との面談を通して、「なりたい自分」になるために
どんなことをすればいいか考える。

＊中学部・高等部共に

９月面談での評価を赤で、

２月面談での評価を青で

記入する。

「思いいっぱいシート」「ゆめシート」「中学部生徒用私の応援計画」「私の応援計画（高等部生徒用）」
を作成し、面談を経て「私の応援計画」を作成する。

保護者・家族の願い

「私の応援計画と個別指導計画書作成のための質問
シート」や面談での保護者との対話を基に記入。

本人の願い

面談での児童や保護者との対話、行動の見取りから
読み取った夢や願いを記入。

「中学部生徒用 私の応援計画」

「ゆめシート」を基に、今頑張ることや高等部で頑張り
たいことを記入する。
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私の目標（中学部・高等部）

面談を通して生徒自身が設定した目標を記入（生徒用私の応援計画から転記）。

必要な支援

「私の目標」を達成したり、夢や願いに近付いたりするために必要な支援を記入。



授業づくりへの活用

夢や願い・・・

・先生や友達と楽しく遊びたい
・平仮名の読み書きを覚えたい
・ラーメンを作りたい
・弁当屋さんになりたい
・自動車免許を取りたい
・買い物や料理を一人でできる
ようになりたい

・
・
・

学習集団として・・・

・集団として目指す姿は？
・共通する夢や願いは？
・共通する身に付けたい力は？
・個々の夢や願い、目指す姿等を集団の中
でどう位置付けるか？

・
・
・

共通項

相違点 集団の中の個

全職員縦割りのグループで、単元について検討したり、児童生徒の変容や
その背景、要因等を確認したりする。

今の子どもの姿から、こんな姿を
目指せばいいのでは･･･

目指す姿のために、こんな学習活動
もできるのでは･･･

小学部での学びが中学部での○○
の姿につながっている！

○学部段階ではこんなことを中心に
据えることが大事！

次の単元ではこんな学習活動はどうか？

児童生徒の夢や願いが叶うために・・・

・今ある力と目指す姿は？
・生涯学習力は？
・どんな力が身に付けばいい？
・どんな学習が必要？
・保護者や教師が願う姿は？

・
・
・ 自立活動の視点

わかはとモデルの視点

実態

各教科等の視点

「私の応援計画」を基点に

つながりミーティング

Point ＡＰＤＣＡサイクルによる授業改善

Assessment

Assessment



小学部 中学部 高等部

学びの積み重ね

Check

授業実践

Ｄo

振り返り

Check

授業で見られた児童生徒の姿を「わかはとモデル」
の視点で見取る。

時機を捉えて学びを振り返り、児童生徒が自分の学びを実感しながら、
学びの履歴を積み重ねられるようにする。

頑張ったことは？対 話

楽しかったことは？

次は何がしたい？

次は誰とやりたい？

学んだことは？ 学びをどう生かす？

Point

興味・関心の
広がりや
深まり

新たな目標
の設定

対話を通して実感した学び
を、各学部の様式や個々の
児童生徒の実態に応じて
可視化して積み重ねる。

新たな夢の
芽生え

「私の応援計画」ファイル
学びの道標

人

情
友達の様子を
よく見る

試 「こうするとダメだから
こうする！」

人

試
実際の場面をイメージ
して考え、発言

試 前回の経験を考える
手掛かりにしている情

自 「自信がないから人
を呼んでくる」

情 新たな発見

人
意見や物事を
比較して話す

生涯学習力の高まり

単元の設定

Plan
Ex)

単元名 単元の概要・目指す姿

小学部
生活単元学習
スイーツわかば

スイーツの調理やお客さんを招待すること、それに向けた活動を通し
て、友達や教師と一緒に活動する楽しさを味わい、自分から活動に
向かったり、積極的に周囲の人と関わろうとしたりする態度を育む。

中学部
生活単元学習
開店!!炎のパワー
クレープ屋さん

お店の開店に向けて、考えや意見を伝え合いながら課題解決を図り、
教材やモデルを手掛かりに新しいことに挑戦しようとする。

高等部
生活単元学習
災害×サバイバル
～命を守るために～

災害時の生活を想定したり体験したりする活動を通して、友達と協
力したり、他者に協力を依頼したりして課題解決を図る。得意な方法
で情報収集し、分かったことや気付いたことを伝えたり、自分の生活
に生かしたりする。

＊夢や願いに近付くために必要な力及び生涯学習力を見取る視点
「わかはとモデル」と関連する部分を赤字部分で示した。

☆「わかはとモデル」についてはこちら→

次の単元へ

Ａction

「わかはとモデル」の視点を用いた対話


